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報告と一致した。 BMR，Scin tigramなどは正常であっ
た。組織所見では定型的な橋本病の像，すなわちリンパ
鴻胞の出現，上皮の変性，間質における円形細胞の浸
潤，結合織の増生などがみられたが， TA-testは(ー 〉
でこの点ちょっと意外で、あった。両葉の部分切除術を施
行したが 7ヵ月後の今日，甲状腺機能低下を思わせる所
見なく，経過は良好。 
5. 悪性化せる迷入甲状腺腫の一治験例
大山修身(研究生 I年〉
左側頚部腫癒を主訴として来院した 36才の男の患者
でいわゆる迷入甲状腺腫といわれる症例を経験したので
報告した。 
S. 40.5頃より左側頚部腫癌に気ずいていたが，自覚
症状なく放置。最近腫癌の増大のため当科を訪れてい
る。
左胸鎖乳突筋中央辺に，鶏卵大の圧痛波動のない基底
とゆ着した弾性硬の腫癌と，この上下に 2コの硬い腫癌
をふれている。
手術は， S. 41.6. 23日施行。胸鎖乳突筋深部で頚静
脈とゆ着した腫癌を別出。凍結切片で甲状腺の悪性化が
みられたので， 5つのすべての腫癒を別出。
術後経過良好で，外来通院にてコバルト照射を行ない
現在健康にすごしている。
本症は，手術時固有の甲状腺とのつながりはなく，病
理組織学的にも転移を思わせる像はないが，固有甲状腺
の病理組織学的検索を施行していないので，従来いわゆ
る迷入甲状腺腫といわれる症例に属すると思われる。 
6. 胃壁内アニサキス症の一治験例
原 壮(研究生 l年〉
近年，海産晴乳動物の消化管内に寄生するアニサキス
の幼虫が人体消化管，とくに胃壁内に移行し，好酸球性
肉芽腫や蜂寓織炎を起こすことが知られ，注目され始め
た。当教室では胃壁内アニサキス症の一例を経験したの
で報告する。
症例: 47才男子主訴:噌難
現病歴: 昭和 41年 6月胃ポリープの診断のもとに胃
切除術を行なった。摘出標本の病理組織学的検査にてア
ニサキス幼虫による好酸球性肉芽腫であった。アニサキ
ス症に関しては文献的に 1966年 7月までに 92症例報告
されており，地域別頻度ではほぼ全国に分布している。
性別では男子は女子の 3倍である。年令別では 40才代
に多い。寄生部位では胃に 60例， 7096近くが存在して
いた。かつ下部消化管に行くに従って症例数が減ってい
る。術前診断では胃癌，および胃腫虜が最も多く 34例，
胃十二指腸潰、虜がそれに続き，すべて腹部，とくに消化
器疾患であった。 
7. 多発性肝嚢腫の 1治験例
辛 京碩(研究生 i年〕
症例 44才女主婦主訴は心寓部痛および右季肋
部腫癌で現病歴は昭和 41年 2月中旬より心宮部痛を生
じ右季肋部腫癌を指摘されて当科に入院した。
入院時，右季肋部に弾性軟，表面平滑な超鶏卵大の腫
癌を触れた。血液，心，肺，肝，腎機能に異常はなく全
身状態も良好であった。胃X線検査で胃体部の圧迫像が
見られ同部に腫癌を触知した。選択的腹腔動脈撮影法，
気腹一後腹膜気腹撮影法，腹腔造影法，肝スキャニング
などを行なった結果肝腫虜と診断， とくに肝嚢腫を疑っ
て手術を施行した。小指頭大~超鶏卵大の嚢腫が肝全体
に散在していたが，左葉に著明であったため肝左葉切除
を施行したが腎には異常を認めなかった。切除肝には 20
数個の嚢腫があり内容は淡黄透明で撲液様，各嚢腫聞の
連絡はない。組織学的には，嚢腫内面は一層扇平上皮で
被われ嚢腫であることが確認された。術後経過は順調
で，術後 25日目に軟快退院した。 
8. Embryonal Hepatomの1例
中村雅一(研究生 I年〉
当教室において最近胎児性肝癌の l例を経験したので
報告する。 
l年 3ヵ月の男児主訴は腹部腫癌，消化管造影法で
腫癌は右季肋下前壁にあり，胃，十二指腸，空腸は後方
に圧排され，肝癌の臨床診断のもとに手術施行，腫蕩は
左葉全域および右葉の一部を占め，表面は結節状，弾性
硬，右葉に腫蕩の一部を残し肝左葉全切除術を施行，術
後経過は良好で術後 26日より Endoxane，Predonine 
の併用療法を開始，術後 3カ月目に肺転移を思わせる所
見が出現， Endoxane，Predonineは併用を続け術後 6
カ月の現在，胸部X線の転移を思わせる所見は増強する
も，全身状態良好， Endoxane使用量 6300mg，Predo-
nine 1320 mgであった。さらに本邦文献より集めた小
児肝癌 133例につき統計的観察を試み，かつ小児肝癌概
要につき，若干の文献的考察を試みた。 
9. Crouzon氏病の 2手術例
尾崎 梓(研究生 l年〉
最近教室でクルーゾン病の手術例を 2例経験したので
ここに報告する。
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症例 1: 2カ月，男。主訴は小頭，眼球突出。現症は
両眼球突出，塔状頭蓋，下顎突出。 fX線所見では冠状縫
合不全閉鎖，左右蝶形骨縁の肥厚がみられる。手術は冠
状縫合に沿って巾 1cmで骨を切除し，切除面には Te-
flonmeschを使用した。 5カ月後に骨の再癒合をみたた
め二度目の骨切除を行なった。
症例 2: 3カ月，女。主訴は小頭，両眼球突出。大泉
門，小泉門は閉鎖しており下顎突出は無かった。 X線所
見では冠状，矢状縫合閉鎖，左右蝶形骨縁の肥厚がみら
れた。手術は右側冠状縫合部骨切除を第 l固とし， 2回
目に左側骨切除を行なった。また 6ヵ月後に眼球突出を
矯正する目的で OrbitalDecompressionを施行した。 
2例とも遺伝関係は無く，術後は知能発育の点において
良い結果を得ていない。しかしクルーゾン病に対しては
早期に積極的な手術を行なうべきであると思う。 
10. Infantile subdural hematomaと思われた Porence-
phalyのl例
山浦 晶(大学院 l年〉 
Porericephal yの報告は 1859年 Heschlの 8例の報
告に始まるが，最近われわれは  Infantile subdural 
hematomaと思われた患児に関頭の結果 Porencephaly
を発見したので報告する。
症例 4カ月男児。 1600グラムの未熟児であったが頭
囲の異常増大と頭蓋変形を訴えて入院，大泉門穿刺にて
右側より血性の液を得， Infantile subdural hematoma 
の診断のもとに関頭術を行なったところ，硬膜下に血腫
を認めず右前頭葉から頭頂葉にわたる巨大な Porusを
発見し内腔に血性の液の貯留を認めた。脳組織は神経細
胞に空胞変性と核の濃縮を認め軽度の謬細胞増加を認め
た。腰椎穿刺により透明な髄液を得， Porus内の血性の
液は蜘昧膜下腔に移行しないことを知った。なお術前，
術後を通じ片麻痔，癒廟発作を認めなかった l例で，現
在観察中である。 
11.騨腫療を思わせた巨大胃壁外血腫の 1治験例
三好弘文〈大学院  1年〉
症例は 47才男性で，特別な既往歴なく，左季肋部腫癌
を主訴として来院した。腫癌は小児頭大で可動性あり，
表面平滑であった。一般検査で特に異常なく，胃 X線検
査で，大壁側に腫癌存在部位に一致して，いちじるしい
圧排像を認めた。醇腫療を疑って開復手術を行なったと
ころ，腫癌は胃後壁に密着して約lOcmx7cmの卵円形
を呈して存在する血腫であり，組織学的に胃壁外血腫で
あった。患者は術後順調に経過し， 1ヵ月後に退院，現
在著変なく仕事に従事している。
胃に形成される血腫の報告例は少なく，私の調べた， 
1903年より 1966年 9月までの聞に，内外で 7例の報告
があったに過ぎない。その原因は，外傷による合併症，
動脈硬化症の合併症などであったが，本症例の原因は明
らかでなく，組織学的にかなり古くから形成された血腫
であろうと思われた。 
12.教室における後腹膜腫蕩の統計的観察
小沢弘  f有〈大学院 l年〉
教室における大正 15年 9月より昭和 41年 1月まで
に経験した後腹膜腫療は総数 25例で，別出したもの 14
例，単開腹または姑息的手術例は 1例であった。年令
別頻度は幼少年期と壮年期にピークがみられ，男女比は
ほぼ 1: 1であった。その主要症状は，腹部腫癌，腹痛，
腹部膨満感の順に多かった。また，来院時に腫癌を触知
された部位は，上腹部から左側腹部にかけて頻度が高
く，発生部位的にみれば，大動脈周囲と腸間膜根部とで
全体の 52%を占めていた。易リ出例 14例を組織学的に分
類すれば，肉腫 2例，癌腫 2例，奇形腫 4例，嚢腫 3例，
混合腫 2例，線維腫 l例であった。さらに本邦および外
国例と比較し，若干の文献的考察を加えた。 
13.縦隔腫蕩を思わせる進行肺癌の一治験例
吉川広和(大学院  l年〉
本症例は，いわゆる，縦隔型肺癌であり，今日，縦隔
腫療の中の悪性腫療との鑑別が最も，困難な症例であ
る。
そこで，これの鑑別法について考察を加え，併せて，
昭和 21年，-，41年の聞の教室における肺癌，縦隔腫虜の
経験例につき統計的考察を行なった。 
14.教室における頭部腫癌の統計的観察
小野田昌一(大学院 1年〉
昭和 34年 1月から昭和 41年 1月までの 7年 1カ月
の外来患者総数 36，908名，このうち頚部腫癌患者は 812
名である。その中で 232名が頚部リンパ節炎， 160名が
良性甲状腺腫で，甲状腺癌は 36名であった。
同期間の手術総数 8，402例に対し頚部腫癌手術例数は 
142例で良性甲状腺腫 37例，頚部リンパ節炎 15例，悪
性疾患では甲状腺癌が 17例で最も多い。
これを頚部腫療に限って性別ならびに年令別分布をみ
ると， 30才以上の男子では悪性の場合が多く，女の場合
には急激に良性腫療がふえてくる。
頚部悪性腫壌は甲状腺癌が 17例 50%，鯨弓癌悪性腫
